
主体的に問題に取り組む子どもを育てる算数科学習指導  
～困難度査定に基づく手立てと活用問題の工夫を通して～  

 
要約  
新学習指導要領では、算数科の学習において、数学的活動の楽しさや数学のよ

さへの気付きから、主体的に算数の学習へと関わり、学んだ知識及び技能を生活
や学習に活用しようとする態度が求められている。また、「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けた授業改善を進めることが明記されており、主体的に学習に
取り組む子どもを育てることは意義深いといえる。  
本学級の子どもたちは、算数に対する意識が大きく二極化しており、基礎的な

問題に意欲的に取り組めていても、発展的な問題には意欲的に取り組めない傾向
が見られた。耳で聞いただけでは、説明の内容を十分に理解できず、視覚的支援
が必要な子どもも多い。これまでの学習では、子どもがどこでつまずくかを把握
せずに授業を行い、子どもの実態に合った授業を作ることができていなかった。
また、分かる子どもたちの発表と教師の説明で授業が進んでおり、全員を主体的
に学習に取り組ませることができていなかった。  
そこで、本研究では、子どもがどこでつまずくのかの見取りを行い、その見取

りをもとに、興味をもって取り組める活用問題や交流活動の工夫を行うことで、
主体的に問題に取り組む子どもを育てたいと考えた。  
以上のことから、次のような具体方策のもと、研究を進めることにした。   

 教えて考えさせる授業（市川伸一氏  提唱）の１単位時間を「説明段階」「理解
確認段階」「理解深化段階」「自己評価段階」の４つの学習過程で構成したものを基
にする。  
（１）困難度査定に基づく手立ての工夫  
   学習内容における子どものつまずきや困難さを事前に理解し、説明段階、理

解確認段階、理解深化段階を通して手立てを講じることで内容を理解し、主体
的に各段階の活動へ取り組めるように図る。  

  「困難度査定」……レディネステストや学習ノートから子どものつまずきや困
難さ、教材研究から教材の特色を理解し、授業構成シート
を作成して１単位時間の授業構成とつまずきや困難さに
対する手立てを考える。  

  「手立ての工夫」…子どものつまずきや困難さに合わせて、視覚的支援や手順
の固定化・明確化、既習内容の確認などの手立てを行う。 

 
（２）活用問題の工夫  
  ①活用問題の種類  
    単元の段階や学習内容、困難度査定に合わせた確認問題や活用問題を行う

ことで、知識及び技能を活用する問題解決への主体的な取り組みを図る。  
   「理解確認段階」：類似問題  
   「理解深化段階」：類似問題、誤答問題、逆思考問題   段階に合わせて取り  

情報過多問題、応用問題      組ませる。  
  ②交流活動の工夫  
    交流を行いながら活用問題に取り組ませることで、子どもたちが主体的に

学習に取り組むことができるようにする。  
   「形態」………ペアやグループ、全体等、効果的なグルーピングを行う。  
   「説明方法」…自分の考えを説明する方法やグループ交流の手順を決める。 

「視覚化」……ホワイトボード等で考えをまとめさせ、説明させる。    
実践の結果、次のような成果（○）と課題（●）を得た。  
 ○  子どものつまずきや困難さを基に授業構成シートを作成し、映像を使った

視覚的支援や手順の固定化・明確化などの手立てを工夫したことは、子ども
が集中して説明を聞き、迷いなく確認問題に取り組むなど、主体的に活動に
取り組ませる上で有効であった。  

 ○  困難度査定を基に活用問題の内容を工夫したことや友だちと一緒に思考を
練り上げる交流活動を工夫したことは、問題解決に向けての意欲を高め、主
体的に問題に取り組ませる上で有効だった。  

 ●  困難度査定を考える際に、困難度査定に基づく視点だけではなく、授業の
流れの中での子どもの思考に対する視点をもつ必要がある。  

 ●  理解深化段階の全体交流では、学級全体が分かるようになるために交流を
行うという意識をもたせるとともに、考えの提示の仕方や練り上げることが
できる発問の工夫を行うことも必要である。  

 
キーワード  困難度査定  活用問題  交流活動  



１  主題設定の理由  
（１）新学習指導要領から  
   新学習指導要領の算数科の目標には、「数学的活動の楽しさや数学のよさに

気付き」「算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う」と
ある。つまり、数学的活動の楽しさや数学のよさへの気付きから、主体的に
算数の学習へと関わり、学んだ知識及び技能を生活や学習に活用しようとす
る態度が求められている。また、子どもに目指す資質・能力を育むため、「主
体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進めることが明記され
ている。このことから、主体的に学習に取り組む子どもを育てることは意義
深いといえる。  

 
（２）子どもの実態から  

６月に本学級の子どもたちに算数   
に関するアンケートをとった。【資料   
１】の結果から、算数に対する意識  
が、大きく二極化していることが分  
かる。基礎的な問題に意欲的に取り  
組めている子どもでも、発展的な問  
題には意欲的に取り組めていないと  
いう実態も明らかになった。さらに、  
算数が好きと答えた子どもの中の  
27％の子が発展的な問題に取り組む  
ことを苦手にしていることも分かっ  
た。また、【資料２】からは、子ども  
たちが算数に対してつまずきを感じ  
ながらも、「分かりたい。」という思  
いをもっていることが分かる。耳で  
聞いただけでは、説明の内容を十分  
に理解できず、視覚的支援が必要な  
子どもも多い。子どもたちのつまず  
きを理解して、事前に手立てをもっ  
て算数の授業に臨めば、子どもたち  
は主体的に問題に取り組むことがで  
きるようになるだろう。このことは、 
算数に対する意識の二極化の解消に  
もつながると考える。  

 
（３）これまでの指導から  

  これまでの学習では、分かる子どもたちの発表と教師の説明で授業が進ん
でいた。そのため、算数の苦手な子は分からないまま学習が進み、全員が主
体的に学習に取り組む授業にはなっていなかった。子どもがどこでつまずく
かを把握せずに授業を行い、子どもの実態に合った授業を作ることができて
いなかった。また、興味をもって取り組めるような活用問題の工夫ができて
いなかった。そこで、子どもがどこでつまずくのかの見取りを行い、その見
取りをもとに、興味をもって取り組める活用問題や交流活動の工夫を行うこ
とで、子どもの実態に合った授業を作っていきたい。このことは、主体的に
問題に取り組む子どもを育てる上からも意義深いと考える。  

 
２  主題・副主題の意味  
（１）主題の意味  
 ①「主体的に問題に取り組む」とは  

子どもが学習問題やその解き方に興味をもち、数学的見方・考え方を働か
せ、進んで解き方を考えたり粘り強く解決しようとしたりして取り組む学び
の姿である。また、自分の考えを積極的に表現したり、他者との対話的な学
びの中で、広げ深めたりしていく姿である。  

  
 ②「主体的に問題に取り組む子どもを育てる」とは  
   よりよい解決方法や表現方法を見出させたり、交流を通して考えを広げ深

めさせたりする中で、数学的な見方・考え方が豊かになる楽しさを味わった
り、自他の考えのよさや算数の価値に気付いて、意欲的に問題解決に取り組
む子どもを育てることである。  

 
（２）副主題の意味  
 ①「困難度査定に基づく手立て」の工夫とは  

学習活動を構成していくうえで、子どものつまずきや問題を解くことに対
する困難さを理解し、それに対する手立てを工夫することである。困難度査
定は、東京大学名誉教授の市川信一氏が提唱する「教えて考えさせる授業」
の中で、授業構成の視点の１つとして示されているものである。本研究は、
新しい学習内容を教師が教え、その後に子どもに考えさせて学習内容の理解
を図る「教えて考えさせる授業」の指導過程に則り進めていく。困難度査定
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とは、教材研究やレディネステスト、前時の学習ノート、予習等をもとに、
学習内容における子どものつまずきや問題を解くことに対する困難さを理解
することである。困難度査定に基づき、学習を進めていく上で子どもの困難
さを取り除いたり、子どもの理解を助けたりする手立てを考えて工夫する。
困難さに対する手立ては、「教えて考えさせる授業」における「説明段階」、
「理解確認段階」、「理解深化段階」【表１】を通して行う。   

 

【表１】「教えて考えさせる授業」の４つの指導過程  
 
②「活用問題の工夫」とは  
  理解深化段階での活用問題の内容と交流活動を工夫することである。「教え
て考えさせる授業」では、子どもに提示する問題を理解確認段階と理解深化
段階に位置付けている。理解確認段階で提示する問題が類似問題なのに対し、
理解深化段階では、習得した知識及び技能を活用して、子どもが「誤答しが
ちな問題」や「習ったことを応用・発展させる問題」を提示する。この問題
が活用問題である。活用問題の工夫とは、単元に効果的に活用問題を位置づ
けるとともに、困難度査定をもとにした内容の工夫をしたり、深く考えさせ
たりするための交流の仕方や形態を工夫することである。  

 
③「困難度査定に基づく手立てと活用問題の工夫」とは  
  説明段階や理解確認段階、理解深化段階において、困難度査定に基づき、
子どもの困難さを取り除いたり、子どもの理解を助けたりする手立てを工夫
するとともに、理解深化段階において、効果的に活用問題を位置づけ、深く
考えさせるため内容を工夫したり、交流の仕方や形態を工夫したりすること
である。  

 
（３）本研究で目指す子どもの姿  
○  困難度査定に基づく手立てを取った教師の説明を聞き、問題解決に必要な知
識及び技能を理解し、進んで問題解決の見通しをもつことができる子ども。  

○  問題解決の場面において、説明段階で習得した知識及び技能を活用して、進
んで問題解決に取り組む子ども。  

○  問題解決に向けた自分の考えを、説明方法を工夫しながら友だちと交流した
り、自分の学びを振り返ったりすることができる子ども。  

 
３  研究の目標   
 算数科学習指導において、主体的に問題に取り組む子どもを育てるために、困
難度査定に基づく手立てと活用問題の工夫の在り方を究明する。  

 
４  研究の仮説  
 算数科学習指導において、「教えて考えさせる授業」の理論のもとに以下の２点
の手立てを生かした授業づくりを行えば、主体的に問題に取り組む子どもを育て
ることができるであろう。  
 ①困難度査定に基づく手立ての工夫  
 ②知識及び技能を活用する問題の内容と交流のさせ方の工夫  

 
５  研究の具体的な構想  
（１）困難度査定に基づく手立て  
   学習内容における子どものつまずきや困難さを事前に理解し、説明段階、

理解確認段階、理解深化段階を通して手立てを講じることで、内容を理解し、
主体的に各段階の活動へ取り組めるように図る。  

 
 

困難度査定  

 
困難度の見

取り  

・レディネステスト  
・学習ノート  
・予習  

 
 
・授業構成シート  

教材の特色  ・教材研究  
 

手立て  
の工夫  

・視覚的支援（図、グラフ、具体物、映像等）  
・手順の固定化、明確化（手順カード、ポイントの提示等）  
・既習内容の確認（家庭学習や授業導入時における前単元内容、

前学年内容の確認等）  

過程  ねらい  
 

説明段階  予習、予習内容の確認、教師による説明により、基礎的・基本
的な知識及び技能の定着を図る。  

 
理解確認  
段階  

 「思考・判断・表現」の場面を設け、前段階で身に付けた知識
及び技能を使用して問題を解くことで、個々の理解の様子を確認
し、明確にする。  

 
理解深化  
段階  

 前段階で身に付けた知識及び技能を活用し、活用問題を解決す
ることで、学習内容の本質を捉え、理解の深化を狙う。  

  
自己評価  
段階  

 学習の理解度を評価する場面を設定し、子どもの認識する力を
育て、その後の授業展開に役立てる。  



（２）活用問題  
 ①活用問題の種類  
   単元の段階や学習内容、困難度査定に合わせた確認問題や活用問題を行う

ことで、知識及び技能を活用する問題解決への主体的な取り組みを図る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

類似問題  誤答問題  逆思考問題  情報過多問題  応用問題  
 説 明 段 階 の
例 題 の 数 値 や
単 位 な ど を 変
え て 提 示 す る
問題である。学
ん だ 知 識 及 び
技能を使用し、
正 し く 答 え が
求 め ら れ る 問
題を提示する。 

文 章 や 数 値 、 単
位、計算方法等、解
答 に 間 違 い が あ る
問題を提示し、学ん
だ知識及び技能、考
え方と比較し、どこ
が 間 違 っ て い る の
か、なぜ間違ってい
る か を 答 え る 問 題
を提示する。  

学 ん だ 知
識及び技能、
考 え 方 か ら
逆思考して、
答 え を 求 め
る 問 題 を 提
示する。  

 問題の中に
必要以上の情
報を仕組み、
学んだ知識及
び技能、考え
方から、必要
な情報を取捨
選択して答え
を求める問題
を提示する。  

学んだ知識
及び技能、考
え方を組み合
わせたり、根
拠にしたりし
て、問題解決
の過程を筋道
立てて書いた
り、説明した
りする。  

 
 ②交流活動  
   ペアやグループで交流を行いながら活用問題に取り組ませることで、子ど

もたちが主体的に学習に取り組むことができるようにする。そのために、以
下の交流活動の工夫を行う。  

 
形態の工夫  

 ペアやグループ、全体等、効果的なグルーピングを行うことで、
友だちと考えを練り上げたり、友だちの考えと自分の考えとを比べ
て振り返ったりできるようにする。  

 
説明方法の

工夫  

 友だちに自分の考えを説明する際は、先に結論を出してから理由
を話す話し方をさせる。また、ノートの図や式に言葉を書き込んだ
り、話している部分を指示したりして説明させる。グループでは、
役割を決めて交流をさせる。毎時間役割を交代させることで誰もが
説明する機会をもてるようにする。  

 
視覚化の  
工夫  

 グループや全体で考えを作ったり交流したりする際に、ホワイト
ボードに考えをまとめる、拡大投影機でノートを映す、実際に具体
物を操作する等の視覚化を行う。  

 
６  研究の計画    ７  研究の構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究内容  

５月  
研究主題  
の設定  

６月  
研究主題  
の設定  

７月  研究構想  

８月  
研究構想  
教材研究  

９月  教材研究  

１０月  検証授業①  

１１月  検証授業②  

１２月  
成果と  
課題  

１月  
研究の  
まとめ  

２月  
研究報告  
論文作成  

子ども  
の実態  

分かる楽しさ  

 
類似問題  
誤答問題  

単元の流れ  
 

【確認問題】 
 

【活用問題】 

類似問題  

低

 

中

 

高 

  

 逆思考問題     情報過多問題     応用問題  

教えて考えさせる  
授業活動構成  

 
 

自己評価  
 
 
 

理解深化  
 
 
 

理解確認  
 
 
 

説明  

活用問題の工夫  
 

 

 

 

 

困難度査定に 基づく  

手立ての工夫  

交流  
・形態  

・説明方法  

・視覚化  

活用問題  
・応用  
・情報過多  
・逆思考  
・誤答  
・類似  

手立て  
・視覚的支援  
・固定化、明確化  
・既習内容の 確認  

困難度査定  
 

授業構成シート  

できる楽しさ  

困難度の  

見取り  
・ 予 習  
・ 学 習 ノ ー ト  
・ レ デ ィ ネ ス  

テ ス ト  

 

・ 教 材 の 特 色  

・教材研究  

主体的に問題に
取り組む子ども  

活用する楽しさ  

成長の実感  



８  研究の実際  
（１）実践１  第３学年「小数」  
  ①本時の主眼  

１／１０の位までの小数の減法の筆算において、０．１のいくつ分で考
えることで、答えの末位や空位の０に処理、位を揃える必要性を理解し、
計算を筆算で行うことができる。  

  ②困難度査定  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
説明段階  
・くり下がりのある小数のひき算の筆
算の仕方を知る。  

・答えの表記の仕方を知る。  
・筆算をする際の位の揃え方を知る。  

手立て  
 
・引かれる数が０．１のいくつ分に

なるか、映像を使って視覚的に提
示する。  

理解確認段階  
・類似問題を解く。  
・ペア、全体交流で説明活動を行う。  

 
・「０．１が□こ分だから」という
言 葉 を 使 っ て 説 明 を 行 う ペ ア 交
流の場を設定する。  

理解深化段階  
・必要な単位を揃えてから計算を行う
情報過多の文章問題を解く。  

 
・問題場面を映像を使って視覚的に

提示する。  
③展開  

 活  動  の  実  際  子どもの様子  

説
明 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１  予習内容の前時学習との違いから、本時のめ
あてをつかませた。  

 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

○  予習 内容 を 確認
す る と 、 ② の 問 題
で 小 数 の ０ の 消 し
忘 れ 、 ③ の 問 題 で
位 を 揃 え ら れ て い
な い 様 子 が 見 ら れ
た。  

 
○  たし 算の と きか

ら 繰 り 返 し 説 明 方
法 を 固 定 化 し て き
た の で 、 ０ ． １ の
い く つ 分 で 考 え 、
整 数 と 同 じ よ う に
計 算 す る と い う 説
明 に 、 た し 算 を 想
起 し 、 納 得 す る 姿
が見られた。  

 
○  予習 段階 で 位を

揃 え る こ と が で き
て い な い 様 子 が 見
ら れ た 。 ③ の 問 題
の 説 明 で は 、 ５ を
５ ． ０ と 考 え て 計
算 さ せ る た め 、 映
像 を 見 せ な が ら 、
「 ０ ． １ の い く つ
分」で考えさせた。
集 中 し て 映 像 を 見
る姿が見られた。  

 
○  自分 の書 い たノ

ー ト を 指 さ し な が
ら 、 教 師 に 続 い て
説 明 す る こ と で 、
交 流 の 説 明 の 仕 方
を 知 り 、 確 認 問 題
の ペ ア 交 流 で も 生
か す こ と が で き
た。  

 

めあて  
 くり下がりのある小数のひき算が筆算ででき
るようになろう。  

【教師の説明】  
①  ０ ． １ の い く つ 分 で 考 え る と 、 く り 下 が り が あ っ

ても、整数と同じように計算できる。  
 答えが小数の場合、整数の０をかく。  
②  答えが整数の場合、１／１０の位の０を消す。  
③  引 く 数 や 引 か れ る 数 が 整 数 の 場 合 、 １ ／ １ ０ の 位

に０をかき、位を揃えて計算する。  

【予習】   
①６．４－５．８  
②３．２－１．２  
③５－２．３  

 児童の実態  
○  小数が０．１を基にした十進位取り記数法で表されるということの理解が

不十分なため、位が揃えられなかったり、答えの表記の仕方が間違えたりす
る子どもがいると考えられる。  

○  問題文を読んで問題場面を捉えることができない 子どもがいると考えら
れる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大切  
く り 下 が り の あ る 小 数 の ひ き 算 の 筆 算 も 、 整 数 と同

じように計算できる。  

○ポ  ・整数の０をかく。  ・答えの０を消す。  
・位をそろえる。  

５－２．３の  
答えは、なぜ  
２．２じゃな
いのかな。  

【図①②   
説明段階の映像】 

 数学的な見方・考え方  
○  小数を０．１のいくつ分と捉えて、整数と同じように計算する。  



理
解
確
認 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

理
解
深
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自
己
評
価 

２  習得した考えを使って練習問題を解かせ、繰
り下がりのある小数の筆算は整数と同じように
計算をすることができることを確認した。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  グループで交流しながら、情報過多問題に取
り組ませ、理解を深めた。  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○  全体交流で、どのように問題を解いたかを発
表し、全体で答えを確かめた。  

 
４  本時学習を振り返り、「分かったこと・分から
なかったこと」を明らかにした。  

 

○  確認 問題 で は、
予 習 ① ② の 類 似 問
題 を 間 違 う 子 も 見
られたが、「０．１
が □ こ 分 だ か ら 」
と い う 言 葉 を 使 っ
て ペ ア で 説 明 を 行
う 中 で 、 自 分 の 間
違 い に 気 付 く 姿 が
見られた。  

 
○  早く 問題 が 解き

終 わ っ た 子 か ら １
人 で 説 明 活 動 を 行
っ た こ と で 、 見
方 ・ 考 え 方 の 定 着
を 図 る こ と が で き
た。  

 
○  答 え だ け で な

く、「なぜ？」と教
師 が 問 う こ と で 、
子 ど も 達 は 何 度 も
「 大 切 」 に 書 か れ
て い る 本 時 の 見
方 ・ 考 え 方 に 立 ち
返っていた。  

 
○  問題 場面 の 映像

で は 、 何 が 減 っ た
の か が 分 か り づ ら
く 、 場 面 把 握 が 苦
手 な 子 が 問 題 場 面
を 正 確 に 捉 え る こ
と が で き て い な い
様子が見られた。  

 
 
 
○  グル ープ 交 流で

は 、 友 だ ち と 意 見
を 出 し 合 い な が
ら 、 ホ ワ イ ト ボ ー
ド を 使 っ て 答 え を
求 め る 様 子 が 見 ら
れた。  

 
 
 
 
○  全体 交流 で は、

子 ど も 個 人 の 説 明
に 終 わ っ て し ま
い 、 答 え が 間 違 っ
た ま ま 授 業 を 終 え
て し ま っ た グ ル ー
プがあった。  

 
 
 
 
○  振り 返り で は、

ど こ が 分 か り 、 ど
こ が 分 か ら な か っ
た の か の 記 述 を さ
せ な か っ た た め
に 、 次 の 活 動 へ の
意 欲 に つ な げ る こ
と が で き な か っ
た。  

 

７ ． ４ － ２ ． ４ は 、 ７ ． ４
は０．１を７４こ集めた数、
２ ． ４ は ０ ． １ を ２ ４ こ 集
め た 数 の な の で 、 整 数 と 同
じように計算します。  

【深化問題】  
 ある 村 で 同じ 量 の み かん か ら 、沢 山 の ジュ ース を 作
る 競争 が 行 われ ま し た 。オ オ ツ 君は 、 ４ ．８ Ｌの ジ ュ
ー スを お 城 に持 っ て い きま し た 。ヤ マ ダ 君は 、５ ． ２
Ｌ のジ ュ ー スを 持 っ て いき ま し たが 、 途 中で 喉が 渇 い
た ので ２ ｄ Ｌ飲 ん で し まし ま し た。 さ て 、ど ちら の 若
者のジュースが何Ｌ多かったでしょう。  

【写真①  ペア交流の 様子】  

【写真③  問題場面の映像】  

【写真④  

 グループ交流の 様子】 

単位がちがうから、単位
をあわせよう。５．２Ｌ
は ０ ． １ が ５ ２ 個 だ か
ら、２ｄＬは…。  

マ ス 図 で １ ｄ Ｌ は
０．１Ｌと同じだっ
た か ら 、 ２ ｄ Ｌ は
０．２Ｌ。０．１が
２個だね。  

５２－２＝５０で、
０．５だけど０を消
して５Ｌだ。  

【写真②  ペア交流の様子 】  

【確認問題】  
①３－２．７  ②５．４－４．８  ③７．４－２．４  
④７－４．２  ⑤２．７－１．９  
 

 

【写真⑤⑥  子どもの振り返り】  

７．４－２．４＝５．０だけ
ど、最後に０を消さないとい
けないよ。  

あ あ 、 そ う か 。 １ ／ １０の位
の０を消すから、答えは５だ。 



④考察  
   ○  説明段階で困難が予想される問題について、引かれる数が０．１のい

くつ分になるのかを映像を使って提示することで、子どもが集中して説
明を聞き、位を揃えることや表記の仕方を理解することができた。  

   ○  理解確認段階でのペア交流では、「０．１が□こ分だから」という言葉
を使って説明を行うことで、友だちの意見から、自分の間違いに気付く
ことができたので、理解確認問題は全員が正解することができた。  

   ○  理解深化段階でグループ交流を仕組んだことで、友だちと意見を出し
合いながら、ホワイトボードを使って答えを求めることができていた。
全体交流でも、ホワイトボードを指しながら式の意味や計算の筆算の仕
方を説明する姿が見られた。  

   ●  理解深化段階での問題場面の映像では、何が減ったのかが分かりづら
く、問題場面を正確に捉えることができない子もいた。事前に見通しを
もたせる、または、ヒントカードを段階的に渡していく等の手立てを行
う必要があった。  

   ●  理解深化段階での全体交流では、正解した班のみの説明で終わってし
まい、全体で理解を深めさせる話し合いにはならなかった。解けていな
いグループに説明させ、他のグループに補わせる等、全体交流のやり方
にも工夫が必要である。  

 
（２）実践２  第３学年「三角形と角」  
  ①本時の主眼  

 辺の長さの相等に着目することで、二等辺三角形や正三角形の意味を
理解することができる。  

  ②困難度査定  
 
 
 
 

説明段階  
・辺の長さに着目して、三角形を

仲間分けする。  
・二等辺三角形、正三角形の意味

について理解する。  

手立て  
 
・コンパスを使って辺の長さを比べる方
法を、映像を使って視覚的に提示する。 

理解確認段階  
・二等辺三角形と正三角形を選ぶ

問題を解く。  
・ペア、全体交流で説明活動を行

う。  

 
・二等辺三角形や正三角形であることを
判断できるようにするために、コンパ
スを使って辺の長さを確かめさせる。  

理解深化段階  
・二等辺三角形と正三角形を見つ

ける応用問題を解く。  

 
・映像を使い、解決の見通しをもたせて
から活用問題に取り組ませる。  

③展開  

 活  動  の  実  際  子どもの様子  

説
明 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１  予習内容から、本時のめあてをつかませた。  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

○  予 習 内 容 を 確
認すると、長さの
等 し い 辺 の 個 数
に 着 目 で き て い
な い 様 子 が 見 ら
れた。  
 
 
 

○  辺 の 色 が 同 じ
ということが、長
さ が 同 じ だ と 捉
え ら れ て い な い
様子が見られた。  

 児童の実態  
○  辺の長さに着目した際に、辺の長さを確かめられなかったり、同じ長さ

の辺の数という観点でなかま分けできなかったりする児童がいると考えら
れる。  

○  活用問題で、自分の考えをつくれない子どもがいると考えられる。  

 数学的な見方・考え方  
○  辺の長さの相等に着目して三角形を分類する。  

辺の長さの何に目をつけると
なかま分けすることができる
のかな。  

めあて  
辺の長さで、三角形をなかま分けしよう。   

【予習】   
辺 の 長 さ に 目を

つ け て 、 なか ま分
けをしよう。  



 

 

 

  
  

 

 

 

 
 
 
２  習得した方法を使って練習問題を解かせ、長
さが等しい辺の数で、三角形を二等辺三角形や
正三角形に分類できることを確認した。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  グループで交流しながら、応用問題に取り組
ませ、理解を深めた。  

 
 
 
 
 
 
○  映像を使い、解決のための見通しを持たせた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○  予 習 を 長 さ の
等 し い 辺 の 数 に
着 目 さ せ て な か
ま分けした後、本
当 に 辺 の 長 さ が
等しいか、映像を
使って確かめた。  

 
○  色 で は な く 同
じ 長 さ の 辺 の 数
に 着 目 す る 発 言
が聞かれた。  

 
○  コ ン パ ス を 使
っ て 辺 の 長 さ を
比 べ る 映 像 を 見
せることで、辺の
長 さ を 比 べ る 方
法 と 手 順 を 理 解
す る こ と が で き
た。子ども達の中
には「ああ、そう
い う こ と か 。」 な
ど と つ ぶ や く 姿
も見られた。  

 
○  確認問題では、
コ ン パ ス を 使 っ
て 辺 の 長 さ を 比
べ る 姿 が 見 ら れ
た。  

 

 

 

 

 
○  深化問題では、
映像を使い、解決
の 見 通 し を も た
せ て か ら 取 り 組
ませることで、自
分 の 考 え を も っ
て 交 流 活 動 を 行
う 様 子 が 見 ら れ
た。また、答えを
見つけた時には、
喜 び の 声 を 上 げ
ていた。  

 

 

 

【深化問題】  
 次の図には、二等辺三角形や正三
角形はいくつありますか。説明しま
しょう。  

【確認問題】  

下の三角形の中から、二等辺三角形や正三角形を
選びましょう。  

【写真⑦⑧  説明段階の映像】 

【写真⑪  交流の様子】  

大切  

三角形は長さが等しい辺の数でなかま分けできる。  

・２つの辺の長さが等しい三角形…二等辺三角形  

・３つの辺の長さが等しい三角形…正三角形  

【写真⑩  解決の見通しの映像】  

【写真⑨  
 コンパスで の確かめ】  

【教師の説明】  

①  三角形は長さが等しい辺の数でなかま分けする。  

②  ２ つ の 辺 の 長 さ が 等 し い 三 角 形 を 二 等 辺 三 角 形 と

いう。  

③  ３つの辺の長さが等しい三角形を正三角形という。 

④  辺の長さを比べるには 、コンパスを使う。  

同 じ 長 さ の 辺 の
数 に 目 を つ け る
んだね。  

理
解
確
認 

 
 

 
 

 
 

理
解
深
化 

 
 

本 当 に 二 等 辺 三 角
形かな。コンパスで
辺 の 長 さ を た し か
めよう。  

２ つ の 三 角 形 を 組 み 合
わ せ る と 、 二 等 辺 三 角
形になるよ。  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自
己

評
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○  全体交流で、どのように問題を解いたかを発
表し、全体で答えを確かめた。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４  本時学習を振り返り、「分かったこと・分から
なかったこと」を明らかにした。  

 

 

 

 

〇  全体交流では、
解 け て い な い グ
ル ー プ に 説 明 さ
せ、他のグループ
が 補 っ て い く よ
う に 説 明 す る こ
とができ、二等辺
三 角 形 や 正 三 角
形 の 数 を 見 つ け
ることができた。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○  振り返りでは、
正 解 し な か っ た
子 ど も で も 本 時
学 習 内 容 に 対 し
て 意 欲 的 に 取 り
組 ん だ こ と が 分
か る 言 葉 が 見 ら
れた。  

 

 
④考察  

   ○  困難度査定を基に、辺の長さの相等に着目させるため、コンパスでの
長さのはかりとりの映像を視覚的に示したり、解決の見通しをもたせる
ため、図を回転させて別の角度から見るという視点を示したりしたこと
で、問題の意味を理解させ、問題解決に対する意欲を高めることができ
た。  

   ○  理解深化段階の問題は、多様な見方ができる問題だったため、グルー
プで活発な意見交流を行わせ、意欲的に説明活動に取り組ませることが
できた。  

   ○  理解深化段階での全体交流では、解けていないグループから説明させ、
他のグループが補っていくように説明させたことで、発見する喜びや新
たな見方への驚きの声が上がり、交流を深めることができた。  

   ●  理解深化段階での全体交流をさらに深めるために、子どもの説明の足
りないときには、「どうしてそう考えたの。」といった、理由を尋ねる切
り返しの発問を行わなければならなかったと考える。  

 
９  研究のまとめと今後の課題  
（１）研究のまとめ  
  ①困難度査定に基づく手立ての工夫について  
    【資料３】では、基本的な問題を解くことに意欲的になったことが分か

る。基礎的な問題が好きと答えた子どもの９２％が、「答えが分かり、問題
を解くことができるから。」と答えている。これは、困難度査定に基づく手
立てを行うことによって、子どもが「分かること、できることの楽しさ」
を感じることができたからだと考える。  
 授業構成シートは、子どもの実態に合わせた１単位時間の授業を考える
上で有効であった。子どものつまずきや困難さに対する手立てを事前に講
じることができ、スムーズに授業の内容を理解させることができた。また、
教師自身が説明の焦点化を行う上でも有効であった。  

    説明段階における視覚的支援の工夫は、子どもに説明内容を理解させる
上で有効であった。算数が苦手な子や意味理解が苦手な子に言葉の説明で
は理解しにくい内容を捉えさせることができ、子どもが興味を持って説明
を聞くことができた。  

    理解確認段階における手順の固定化、明確化の工夫は、間違いを減らし、
ペア交流での自分の考えを明確にする上で有効であった。子どもが迷いな
く問題に取り組むことができ、明確化された手順から自分の考えを振り返
って見直すことができた。  

【写真⑭  子どもの振り返り】  

【写真⑫⑬  

 全体交流の様子】  

コ ン パ ス で 長 さ を た し
かめていくと、等しい長
さ の 辺 が ３ つ あ る 正 三
角形は９こと、いちばん
外 側 の 大 き い も の を 入
れて１０こです。  

他にも、組み合わせ
て で き る 正 三 角 形
が、あと３こありま
す。印をつけます。 

   ５ ０ ％     ２ ２ ％  

５ ％  ２ ３ ％   



②活用問題の工夫について  
 【資料３】では、発展的な問題を解くこと
に意欲的になったことが分かる。発展的な問
題が好きと答えた子どもの６９％が、「難しい
問題でも、グループで考えて解くことができ
るから。」と答えている。また、３１％が、「難
しい問題を考えることが楽しいから。」と答え
ている。これは、活用問題の種類や交流活動
の工夫を行うことで、「考えることや分かるこ
と、できることの楽しさ」を感じることがで
きたからだと考える。  
 活用問題の種類の工夫は、子どもが習得し
た知識及び技能を活用しながら自分の考えを
つくり、問題解決の意欲をもたせる上で有効
であった。逆思考問題や情報過多問題では、
問題場面が想像しづらく、子どもたちの意見
も割れて交流を盛んに行うことができた。応
用問題では、答えを見つけようと友だちと意
見を出し合ったり、納得するまで説明し合っ
たりする姿が見られた。子どもたちは、理解
深化段階の活用問題を楽しみにして、分かっ
たときや解けたときには喜びの声を上げてい
た。  
 交流活動における形態の工夫は、子どもた
ちが自分の考えを振り返り、主体的に問題に
取り組む上で有効であった。ペアやグループ
で交流活動を行うことで、自分一人では問題  
を解決できなくとも、
友だちと一緒に考えを
練り上げて考えること
ができた。また、１人
で正解しなければなら
ないという気負いが減
り、前向きに問題に取
り組むことができた。  
 【資料４】は、「市販
テストの活用問題にお
いて８０％以上正答す
ることができた人数」
のグラフである。実践
前は平均１５．５人な
のに対し、実践後は平
均１８．２５人に上が
っている。これは、多
様な種類の活用問題に  
取り組み、交流活動で思考を練り上げることを通して、学級全体で問題解
決に必要な知識及び技能を活用する力が伸びたからだと考える。  

 
（２）今後の課題  
   困難度査定に基づく手立てについて、つまずきや困難さに対する手立てが、

逆に子どもの思考を混乱させてしまうことがないよう、授業構成シートを活
用する際に、困難度査定に基づく視点や教材の特色に対する視点だけではな
く、授業の流れの中での子どもの思考に対する視点を持って手立てを考える
必要がある。  
【資料３】では、発展的な問題が好きではないという子どもが１１％いる

ことが分かる。理解深化段階の全体交流が、学級全体が分かるようになるた
めに交流を行うという意識を持たせることができなかったためだと考える。
今後も、グループで交流した考えを根拠を持って説明させたり、問題解決が
できていないグループを補うように説明させたりする必要がある。また、考
えを深めるための教師の発問も工夫する必要がある。活動の最後には、子ど
もに「分かった。」という実感をもたせなければならない。  
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【資料４】市販テストの活用問題において  
     ８０％以上正答することができた人数  
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【資料３】算数が好きかについて  
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   ５ ０ ％   ２ ２ ％ ５ ％ ２ ３ ％   

５ ４ ％   ５ ％  ４ １ ％  

３ ６ ％  ９ ％    ５ ５ ％  

６ １ ％   ２ ２ ％ １ ７ ％  

７ ８ ％   １ １ ％ １ １ ％  

７ ２ ％   １ ７ ％ １ １ ％  


